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              2026 年 8 月 18 日（研究倫理委員会承認日） 

臨床研究へご協力のお願い 

当院では以下の研究を、亀井病院研究倫理委員会の承認ならびに理事長、病院長の許可のもと、「人を対象と

する生命科学・医学系研究に関する倫理指針」を遵守して実施します。対象となる患者様から直接同意をいただ

く代わりに、この情報公開をもってご同意いただいているものとします。診療録の情報のみを使用するため、患

者様への新たな負担は一切ありません。また、患者様の個人情報保護に関しては最善を尽くします。 

本研究への協力を望まれない患者様は、下記の問い合わせ先までご連絡くださいますよう、お願いいたします。

申し出ていただいた場合も、診療などにおいて患者様に不利益が生じることはありませんので、ご安心ください。 

 

【承認番号】2026-006 

 

【研究課題名】血液透析患者におけるヒスチジン亜鉛水和物の効果 

 

【研究代表機関・研究責任者】 

社会医療法人尽心会 亀井病院 島 久登 

 

【研究の対象となる方】 

下記の 1. 〜3. をすべて満たす患者さまを対象とします。 

1. 2026 年 7 月時点で、当院で週 3 回の血液透析療法を実施中の患者さま 

2. 血清亜鉛濃度が 80μg/dL 未満で、ヒスチジン亜鉛水和物を新たに投与した患者さま 

3. ヒスチジン亜鉛水和物投与開始 1 ヶ月後の血清亜鉛値、血清銅値を確認した患者さま 

 

【研究期間】 

研究倫理審査委員会承認日 〜 2026 年 12 月 31 日 

 

【研究の目的と方法】 

低亜鉛血症治療剤であるヒスチジン亜鉛水和物は、血清亜鉛値の上昇は期待できるものの、銅欠乏症を起こす可

能性があります。血清銅濃度を定期的に確認することが望ましいとされていますが、確認の間隔や内服量の増減

方法などは、いまだ明確ではありません。そこで、低亜鉛血症でヒスチジン亜鉛水和物の投与を新たに開始した

血液透析患者さまで、投与 1 ヶ月後、4 ヶ月後の血清亜鉛値、血清銅値、臨床症状の変化を後方視的に検討いた

します。また、投薬中止理由、投薬中止後の血清亜鉛値、血清銅値、さらに投薬中止した患者様と投薬継続中の

患者様のデータの違いなども検討いたします。 

 

【利用する診療録の情報】 

1) 背景データ 

年齢、性別、身長、透析前体重、Dry Weight、原疾患、透析歴、既往歴（糖尿病、心血管病等）、透析前血

圧（収縮期、拡張期、平均）、合併症、内服薬、注射薬、透析方法、透析時間、血液流量、透析液流量 
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2) 臨床検査データ 

血清亜鉛、血清銅、BUN、Cr、UA、Na、K、Ca、P、TP、Alb、intact PTH、総コレステロール、LDL コ

レステロール、HDL コレステロール、中性脂肪、CRP、血糖、HbA1c、WBC、RBC、Hb、Hct、Fe、TIBC、

フェリチン、BNP、透析量（Kt/V）、蛋白異化率（nPCR）、GNRI、エリスロポエチン抵抗指数（ERI） 

ERI は、週あたりの ESAs 使用量を体重と Hb で割った値（ESA doses/kg/g/dL/週）として算出する。週あ

たりの ESAs 使用量は、recombinant human erythropoietin（rHuEPO）と Darbepoetinα（DA）の比を 200：

1 とし、rHuEPO の換算量とする。 

3) 臨床症状 

胃部不快感、嘔吐・下痢、便秘、掻痒症、湿疹、不眠、食欲不振など 

 

【問い合わせ先】 

社会医療法人尽心会 亀井病院 腎臓・高血圧内科 島 久登 

住所：徳島県徳島市八万町寺山 231 

電話：088-668-1177 


